
ご
挨
拶

保
護
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃

よ
り
本
校
の
教
育
活
動
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
た
ま
わ
り
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
令

和
八
年
度
保
護
者
の
会
会
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
齊
藤
サ
ヤ
カ
と

申
し
ま
す
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
皆
さ
ま
と
力
を
合
わ
せ
、

本
校
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
と
充

実
し
た
学
校
生
活
の
た
め
に
尽
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
今
年
度
私
が
特
に
大
切

に
し
た
い
こ
と
は
、『
つ
な
が
り
』

と
『
参
加
の
し
や
す
さ
』
で
す
。

『
つ
な
が
り
』
は
そ
の
言
葉
ど

お
り
、
保
護
者
と
先
生
方
や
子
供

た
ち
と
の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
心
掛
け
、
互
い
の
心
の

保
護
者
の
会

会
長

齊
藤
サ
ヤ
カ

有
為
な
卒
業
生
を
世
に
送
り
出
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
れ
も
ひ
と

え
に
、
皆
様
方
か
ら
の
ご
支
援
・

ご
協
力
の
賜
物
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
開
校
以
来
、
本
校

の
諸
先
輩
方
は
、
建
学
の
精
神
で

あ
る
「
白
梅
の
花
実
両
全
」
の
実

現
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ち

な
み
に
、
こ
の
意
味
は
、
梅
が
冬

の
寒
さ
に
耐
え
て
春
一
番
に
香
り

気
高
く
開
花
し
、
立
派
な
実
を
結

ん
で
人
の
役
に
立
つ
こ
と
に
重
ね

合
わ
せ
、「
社
会
に
役
立
つ
人
材
」

の
育
成
を
目
指
し
て
い
く
と
い
う

理
念
で
す
。

こ
の
創
立
八
十
周
年
を
機
に
、

本
校
は
益
々
の
発
展
を
目
指
し
、

改
革
・
改
善
に
鋭
意
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
指
示
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
自
主
的
・
主

体
的
に
行
動
で
き
る
態
度
が
求
め

ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
即
ち
、

自
ら
課
題
を
意
識
し
、
自
ら
対

応
策
を
考
え
、
周
囲
の
人
た
ち
と

互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
目

的
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
で

す
。
そ
こ
で
、
本
校
で
は
、
今
年

度
よ
り
、
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い

う
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
平
日
の
授
業
日
に
学
校
を
離

れ
、
欠
席
に
は
な
ら
ず
に
探
究
活

動
や
体
験
活
動
な
ど
を
行
う
こ
と
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つ
な
が
り
を
深
め
て
い
き
た
い
と

の
考
え
で
す
。

ま
た
、『
参
加
の
し
や
す
さ
』

は
、
保
護
者
の
会
役
員
だ
け
で
な

く
、
よ
り
多
く
の
保
護
者
の
方
々

が
、
活
動
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
の
思
い
を
表
わ
し
て
い
ま

す
。
保
護
者
の
会
の
活
動
と
い
う

と
、「
負
担
が
大
き
い
」「
大
変
そ

う
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ

る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
も
ち
ろ

ん
、
活
動
へ
の
参
加
や
関
わ
り
方

は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
構
い
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、
行
事
の
一
部
だ
け
の
手

伝
い
や
、
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
も
活
動
参
加
の
一

つ
で
す
。
皆
さ
ま
か
ら
得
ら
れ
る

ご
協
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と

が
、
生
徒
た
ち
の
大
き
な
笑
顔
に

つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、
本
校
は
今
年
創
立
八
十

周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
新
た

な
取
り
組
み
な
ど
を
企
画
し
、
保

護
者
の
皆
さ
ま
が
「
ち
ょ
っ
と
参

が
で
き
る
制
度
で
す
。
ま
た
、
学

習
支
援
部
と
い
う
部
署
を
新
た
に

設
置
し
、
探
究
型
の
授
業
や
非
認

知
能
力
を
育
む
指
導
の
在
り
方
、

そ
れ
ら
の
具
体
的
な
実
践
方
法
な

ど
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
生
徒

に
還
元
し
て
ま
い
り
ま
す
。

老
子
の
言
葉
に
、「
魚
を
与
え

る
の
で
は
な
く
、
釣
り
方
を
教
え

よ
」
と
い
う
有
名
な
格
言
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
魚
を
与
え
て
そ

の
場
限
り
の
援
助
を
行
う
よ
り
、

魚
の
釣
り
方
を
教
え
て
生
涯
に

渡
っ
て
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
の
で
き
る
技
術
や
知
恵
を
授
け

た
方
が
、
そ
の
人
の
助
け
に
な
る

と
い
う
教
え
で
す
。
私
た
ち
は
、

そ
れ
を
更
に
も
う
一
歩
進
め
、
釣

り
方
に
留
ま
ら
ず
、
竿
の
作
り
方

や
魚
に
応
じ
た
餌
、
釣
り
場
の
見

極
め
な
ど
に
つ
い
て
も
支
援
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

無
限
の
可
能
性
を
秘
め
た
本
校

生
の
マ
イ
ド
リ
ー
ム
が
成
就
で
き

る
よ
う
、
そ
の
挑
戦
を
し
っ
か
り

支
援
し
て
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
皆
様
方
に
は
、
今
後
と
も
暖

か
な
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

加
し
て
み
よ
う
」「
少
し
手
伝
っ

て
み
よ
う
」
と
思
え
る
よ
う
な
温

か
く
開
か
れ
た
保
護
者
の
会
を
目

指
し
ま
す
。

生
徒
た
ち
に
と
っ
て
は
、
高
校

生
活
の
三
年
間
は
人
生
の
中
で
も

特
に
多
感
で
、
可
能
性
が
大
き
く

広
が
る
時
期
で
す
。
生
徒
た
ち
の

大
き
な
未
来
の
た
め
に
も
、
こ
の

時
間
を
よ
り
豊
か
で
実
り
あ
る
も

の
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
、
保
護
者
と
学
校
が
手
を

取
り
合
い
、
共
に
歩
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

一
年
間
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

創
立
八
十
周
年
を
機
に

保
護
者
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ

り
本
校
の
諸
活
動
に
対
し
ま
し

て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

す
で
に
ご
承
知
の
こ
と
と
存
じ

ま
す
が
、
お
陰
様
に
て
、
本
校
は

今
年
度
で
創
立
八
十
周
年
の
記
念

す
べ
き
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
昭
和
二
十
一
年
に
創
立

さ
れ
、
以
来
、
約
二
万
九
千
人
の

校
長海

老
沼  

正
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令
和
八
年
度　

教
職
員

校　
　

長

海
老
沼　

正

教　
　

頭

岡
野　
　

睦
（
英　

語
）

事

務

長

駒
場　

一
吉

教
務
主
任

生
井　
　

望
（
地
歴
公
民
）

進
路
支
援
部
長

菅
野　

智
義
（
数　

学
）

生
徒
支
援
部
長

伊
藤　
　

徹
（
地
歴
公
民
）

養
護
教
諭

安
達
智
代
子
（
養　

護
）

入
試
広
報
部
長

山
口　

幸
彦
（
公　

民
）

第
１
学
年

学
年
主
任

森　
　

隆
徳
（
保
健
体
育
）

副
学
年
主
任

星
野　

隆
文
（
数　

学
）

一
組
担
任

袖
山　

直
徒
（
地
歴
公
民
）

二
組
担
任

小
林　

正
和
（
理　

科
）

三
組
担
任

松
崎　
　

禎
（
保
健
体
育
）

四
組
担
任

大
塚　

乃
維
（
数　

学
）

五
組
担
任

小
齊　

悠
介
（
理　

科
）

副

担

任

中
島　

将
太
（
国　

語
）

副

担

任

久
保　

秀
敬
（
音　

楽
）

副

担

任

鈴
木　

貴
之
（
英　

語
）

副

担

任

岡
﨑　

倫
子
（
英　

語
）

副

担

任

田
中
　
友
未
（
国　

語
）

第
２
学
年

学
年
主
任

水
越　

謙
一
（
数　

学
）

副
学
年
主
任

𠮷
田　

妙
子
（
理　

科
）

一
組
担
任

堀
井　

リ
カ
（
英　

語
）

二
組
担
任

伊
藤　
　

奨
（
数　

学
）

三
組
担
任

青
柳　

里
佳
（
地
歴
公
民
）

四
組
担
任

安
藤　

貴
紹
（
国
語
・
書
道
）

副

担

任

志
鷹　

寛
法
（
理　

科
）

副

担

任

宮
内
亜
里
砂
（
家　

庭
）

副

担

任

西
野　

幸
伸
（
保
健
体
育
）

副

担

任

市
村　
　

忠
（
英　

語
）

第
３
学
年

学
年
主
任

高
野　
　

誠
（
保
健
体
育
）

副
学
年
主
任

田
中　
　

毅
（
国　

語
）

一
組
担
任

飯
田　

雄
一
（
英　

語
）

二
組
担
任

石
野　

桃
花
（
家　

庭
）

三
組
担
任

青
山　
　

真
（
地
歴
公
民
）

四
組
担
任

三
上　

光
幸
（
理　

科
）

五
組
担
任

坂
本　

佑
真
（
保
健
体
育
）

副

担

任

宮
田　

裕
晃
（
理
科
・
情
報
）

副

担

任

横
田　

正
生
（
数　

学
）

副

担

任

前
田　

和
彦
（
数
学
・
情
報
）

副

担

任

菊
田　

光
男
（
国　

語
）

副

担

任

小
川　
　

操
（
国　

語
）

非
常
勤
講
師

清
藤　

惠
子
（
英　

語
）

非
常
勤
講
師

齋
田　

和
代
（
国　

語
）

Ａ

Ｌ

Ｔ
コ
リ
ン 

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー

ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

塙　

真
理
子

事
務
主
幹

武
類　

優
司

事
務
主
任

吉
留　

典
子

事
務
主
事

飯
泉　

友
太

　
過
日
実
施
し
た
令
和
八
年
度
保
護
者
の

会
・
後
援
会
並
び
に
部
活
動
後
援
会
総
会

に
よ
り
、
本
部
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
保
護
者
の
会
本
部
役
員
、
学

級
長
は
、
次
の
方
々
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
度
　
本
部
役
員

会　

長

齊　
藤　
サ
ヤ
カ

副
会
長

山　
口　
藤　
吉

副
会
長

関　
　
　
光　
子

監　

事

畑　
中　
織　
恵

監　

事

櫻　
井　
夕　
佳

令
和
八
年
度
　
生
徒
指
導
委
員
会
役
員

委
員
長

目　
廹　
里　
美

副
委
員
長

堀　
岡　
律　
子

副
委
員
長

向　
島　
佳
織
理

令
和
八
年
度
　
学
　
級
　
長

学
年
・
組

保
護
者
氏
名

１
年
１
組

井　
坂　
　
　
歩

　
　

２
組

雨　
海　
弘　
至

　
　
３
組

清　
水　
琴　
海

　
　
４
組

舘　
　
　
愛　
美

　
　
５
組

髙　
木　
麻　
実

２
年
１
組

飯　
塚　
典　
夫

　
　

２
組

千　
葉　
智　
美

　
　
３
組

齋　
藤　
潤　
子

　
　
４
組

小　
松　
真　
美

３
年
１
組

笠　
嶋　
淳　
美

　
　

２
組

笹　
原　
真　
里

　
　
３
組

山　
口　
藤　
吉

　
　
４
組

畑　
中　
織　
恵

　
　
５
組

比　
氣　
ゆ　
か※

敬
称
略

学
校
行
事

９
月

1
日
㈫　

夏
季
休
業
後
集
会

8
日
㈫　

第
一
、
第
二
学
年

	

前
期
期
末
考
査
（
11
日
ま
で
）

16
日
㈬　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
被
害
防
止
講
話

24
日
㈭　

進
路
マ
ッ
プ
①
②

10
月

15
日
㈭　

好
文
祭
準
備

16
日
㈮　

好
文
祭
（
17
日
ま
で
）

19
日
㈪　

好
文
祭
（
17
日
分
）
振
替
休
日

30
日
㈮　

�

全
校
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
大
作
戦
（
予
定
）

11
月

7
日
㈯　

第
一
回
入
試
説
明
会

9
日
㈪　

後
期
中
間
考
査
（
12
日
ま
で
）

14
日
㈯　

第
二
回
入
試
説
明
会

21
日
㈯　

第
三
回
入
試
説
明
会

22
日
㈰　

個
別
相
談
会

25
日
㈬　

芸
術
鑑
賞
会

12
月

2
日
㈬　

生
徒
会
役
員
選
挙

8
日
㈫　

三
者
面
談
（
12
日
ま
で
）

23
日
㈬　

�

冬
季
休
業
前
集
会



3	 つくば国際大学高等学校新聞� 令和 8年 7月 17 日　第 161 号

いよいよ３年生は、進路実現に向けた本格的な活動が始まる時期となりました。近年は、「総合型選抜（９月～）」
や「学校推薦型選抜（11 月～）」などの年内入試を利用する生徒が増加しておりますが、基礎学力を重視する傾
向も強まっています。また、大学・専門学校では学部・学科の再編や新設が進み、医療・情報分野などを中心に
学びも多様化しています。進路選択においては、学校調べやオープンキャンパスへの積極的な参加を通して、本
人の興味・関心や適性を深く考えることが重要です。志望校決定の際には、受験方法や学費等について、ご家庭
でも十分にご確認ください。就職希望者については、今年度も安定した求人状況が見込まれております。一方で、
企業側は基礎学力に加え、主体性やコミュニケーション能力、基本的生活習慣なども重視しています。本校でも、
面接指導や進路面談等を通して、生徒一人ひとりの進路実現に向けた支援を行ってまいります。ご家庭におかれ
ましても、日頃からの学習習慣の定着に向けた声かけをお願いいたします。

１・２年生につきましては、キャリア教育や探究活動を通して、将来を見据えた進路意識の育成を図っており
ます。「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」をバランスよく育成しながら、日々
の授業や学校行事、進路探究活動に積極的に取り組んでいきましょう。

進路支援部より

❸ 

年
生

  ４月
基礎力診断テスト
総合学力記述模試（希望者）

  ５月
看護医療全国模試（希望者）
共通テスト模試 ( 希望者 )
進路ガイダンス ( 面接講演会 )

  ６月
看護医療全国模試（希望者）
就職説明会 ( 就職希望者 )

  ７月
総合記述模試（希望者）
進学個別面接会 (7/27,28)

  ８月
保育園・幼稚園実習（希望者）
就職個別面接会 (8/26)

  ９月
共通テスト模試（希望者）
看護医療全国模試（希望者）

10 月
総合学力記述模試（希望者）
看護医療全国模試（希望者）
共通テスト模試（希望者）

❷ 

年
生

  ４月 基礎力診断テスト
  ５月 進路ガイダンス ( 職業別分科会 )
  ７月 総合学力模試（希望者）
  ８月 保育園・幼稚園実習（希望者）
  ９月 基礎力診断テスト（探究）

10 月
進路ガイダンス ( 大学出張講義 )
看護医療全国模試（希望者）
総合学力模試（希望者）

12 月 インターンシップ（就職希望者）

  １月
基礎力診断テスト
総合学力模試（希望者）

  ２月
共通テスト模試（希望者）
看護医療全国模試（希望者）

  ３月 修学旅行

❶ 

年
生

  ４月 基礎力診断テスト
  ６月 進路ガイダンス

  ７月
総合学力模試（希望者）
進路ガイダンス

  ８月 保育園・幼稚園実習（希望者）
  ９月 基礎力診断テスト

10 月
大学バス見学ツアー
総合学力模試（希望者）

11 月 進路ガイダンス
  １月 基礎力診断テスト
  ３月 インターンシップ（11 日・12 日）

進学希望者進学希望者
〈総合選抜型入試〉
　（各大学の募集要項をよく確認してください。以下は例のひとつです。）
６月～ オープンキャンパス参加

エントリー・面談
９月～ 出願開始
11月１日～ 合否発表

〈推薦入試〉
　（学校長の推薦が必要です。募集要項をよく確認してください。）
９月初旬 校内推薦選考会
11月～ 出願開始
12 月～ 合否発表

〈一般入試〉
９月初旬 大学入学共通テスト受験案内配布

（共通テストは国公立・私立共に共通です。）
９月下旬 大学入学共通テスト出願期間
～ 10 月上旬 （個人での出願となります。）
１月16・17 日 大学入学共通テスト
１月上旬～ 私立大学　一般入試出願
１月下旬～ 私立大学　一般入試開始
２月下旬～ 国公立前期日程試験

（合格者→手続き、
 不合格者→後期日程へ）

就職希望者就職希望者
７月 １日～ 求人票公開
７月 21 日～ 職場見学会（求人票より見学希望先を選び、担任に連絡）
８月 20 日 校内就職選考会 （その後履歴書作成）
８月 26 日 就職個別面接会
９月 4 日 応募書類送付（９月５日以降に届くように送付）
９月 16 日～ 就職選考会スタート

→内定をもらった生徒は礼状作成
→不合格だった生徒は職場見学から再スタート

　　※ 一昨年度から 2 社同時に応募が可能となりました。
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硬式野球部男子
4/12（日）令和８年度春季県南地区高等学校
野球大会　代表決定戦（対取手松陽）2-11
（敗退）
6/4（木）令和８年度春季県東地区高等学
校野球大会　１回戦（10回タイブレーク）
（対波崎）11-9（勝利）
6/5（金）第75回土浦市長杯争奪市内高校
野球大会　予選リーグ（対土浦湖北）2-3
（敗退）
6/5（金）第75回土浦市長杯争奪市内高校
野球大会　予選リーグ（対霞ヶ浦）2-11
（敗退）
6/6（土）令和８年度春季県東地区高等学
校野球大会　敗者戦（対波崎柳川）4-3
（勝利）

バドミントン部（男子）
4/28（火）令和８年度関東高等学校バドミ
ントン大会茨城県予選会　学校対抗３位
5/12（火）令和８年度全国高等学校バドミ
ントン大会茨城県南地区予選会
	 シングルス３位　小沢塁
	 シングルス４位　齊木翔音
	 シングルスベスト８　小林直樹
	 シングルスベスト８　鈴木京介
5/13（水）　〃
	 ダブルス１位　鈴木京介・小林直樹
	 ダブルス２位　山口恋夢・山﨑健
	 ダブルス４位　齊木翔音・谷本龍星
	 ダブルスベスト８　小沢塁・飯村惺斗
	 ダブルスベスト８　池田旬・柴幸之介
6/6（土）令和８年度関東高等学校バドミン
トン大会　２回戦敗退　0対 2　明治大
学付属中野高校（東京都）

バドミントン部（女子）
4/25（土）令和８年度関東高等学校バドミ
ントン大会茨城県予選会　学校対抗３位
5/12（火）令和８年度全国高等学校バドミ
ントン大会茨城県南地区予選会
	 ダブルスベスト８　小野奈桜子・金澤葵衣
	 ダブルスベスト８　尾竹由望・栗原知波

	 ダブルスベスト８　小島梓・海老原日葵
5/13（水）　〃
	 シングルス３位　栗原知波
	 シングルスベスト８　尾竹由望
	 シングルスベスト８　大関琉愛
6/6（土）令和８年度関東高等学校バドミン
トン大会　２回戦敗退
	 つくば国際1対2高崎商科大学付属高校
（群馬県）

柔道部
4/24（金）関東高校柔道大会茨城県南地区
予選（団体・個人戦）
	 男子団体　出場
	 女子個人　70㎏級　第１位　齊藤（２年）
5/6（水）関東高校柔道大会茨城県予選（団
体戦）　男子団体　出場

5/16（土）関東ジュニア柔道大会茨城県予
選（個人戦）
	 女子個人　70㎏級　齊藤（２年）出場
5/21（木）全国高校総体茨城県予選（個人戦）
	 男子60㎏級　第２位　関大地（３年）
	 男子100㎏超級　ベスト８　張（３年）
	 女子70㎏級　ベスト８　齊藤（２年）
6/14（日）昇段審査会
	 初段合格　小松（２年）
6/16（火）全国高校総体茨城県予選（団体
戦）　男子団体　出場

男子バスケットボール部
4/24（金）令和８年度関東高等学校バスケッ
トボール大会茨城県南A地区予選会　出場
6/4（木）令和８年度全国高校総体バスケッ
トボール大会茨城県南A地区予選会　出場

男子バレーボール部
4/17（金）令和８年度関東高等学校男女バ
レーボール大会茨城県南地区予選　出場
5/22（金）令和８年度全国高等学校総合体
育大会男女バレーボール競技茨城県南地
区予選　出場

女子バレーボール部
5/22（金）令和８年度全国高等学校総合体
育大会男女バレーボール競技茨城県南地
区予選　出場

ソフトテニス部
5/19（火）令和８年度茨城県高等学校総合
体育大会兼全日本高等学校ソフトテニス

大会茨城県南地区予選会　出場

サッカー部
5/8（金）令和８年度全国高校総体サッカー
競技茨城県予選会兼県高校総体兼県民総
体サッカー競技大会　２回戦進出

ラグビー部
4/19（日）第74回関東高等学校ラグビーフッ
トボール大会茨城県予選　出場

６/14（日）第13回全国高等学校7人制ラ
グビーフットボール大会茨城県予選　出場

卓球部
4/23（木）令和８年度関東高校卓球選手権
大会県南地区予選会　出場

5/21（木）令和８年度全国高校卓球選手権
大会県南地区予選会　３回戦進出

陸上部
4/11（土）第1回龍ヶ崎陸上競技記録会　
出場
4/25（土）令和8年度県南地区高等学校
陸上競技大会　出場
5/30（土）第2回龍ヶ崎陸上競技記録会　
出場

剣道部
4/29（水）令和８年度茨城県南地区高等学
校春季剣道大会　出場

5/8（金）令和８年度第73回関東高等学校
剣道大会茨城県予選会　男女個人戦　出場

ボランティア部
5/12（火）放課後こども食堂　ボランティ
ア参加

総合芸術部（書道）
5/15（金）第27回高校生国際美術展　書
の部　出品
6/30（火）第53回ふれあい書道展　出品

生徒会活動生徒会活動
つくば国際大学高等学校は、今年度で 80 周年を迎えます。この 80 周年という節目に、私たち
生徒会は 80 年間の集大成を存分に発揮し、この先の未来にもつながる新しいものを作ります。
そして、先輩方が残してくれた伝統をしっかりと継承し、「白梅の精神」を胸に、本校を今まで
以上に盛り上げていきたいと思います。今年度も「昨年度以上」を目指して、生徒会だけでなく、
生徒全員でよりよい学校づくりを目指していきます。� （生徒会長　清山　未来）

2026年4月〜6月


